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ま か し かん
⑧ やがて「摩訶止観」を唱え護法童子が護衛する天台座主（良源）の一行
が山上，護衛の童子は僧に化けた是害房を発見，許しを請う是害房を散々
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ふるまい ゆ あがりかゆ そうめん
日条）には，「振舞」と称して「湯上粥」や「素麵以下，茶等」などが用
意され，風呂と共に饗応が行われていたことが読み取れる。
















































































































122 松山大学論集 第33巻 第4号
ぶ らく み つ たけ べ
美作国豊楽寺（岡山県御津郡建部町＝現北区建部町）『豊楽寺条々』34）
定 豊楽寺条々 《※史料中の（ ）内は遠藤補注》
一，可入湯屋次第事

























































































































おおくにぬしのみこと お ほ なもち
が，「伊予国風土記」逸文には，道後の湯の霊験譚として大国主 命（大穴持






























































































































































































































































35）『中世法制史料集』第3巻 岩波書店《前掲注2）『史実 中世仏教 第1巻』》P191～194。
36）『湯屋の皇后～中世の性と聖なるもの」（名古屋大学出版会 阿部泰郎）P19～。
37）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P45。
38）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P43～45で，天山が久米郡ではなく伊予郡
に編入されている点や，久米郡が記された「正倉院文書」から，「伊予国風土記」の作成
時期を推察している。
39）『道後温泉本館の歴史』（道後温泉本館築後百周年記念 平成6年 松山市）。
40）「湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ」（日本温泉文化研究会編）によると，例えば有馬温泉は
温泉寺（現黄檗宗）が，城崎温泉は真言宗温泉寺，修善寺温泉は曹洞宗修禅寺が管理して
いたとされている。
41）「道後温泉本館の歴史」（道後温泉築後百周年記念 松山市 平成6年3月発行）P23。
42）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P72～，「道後温泉本館の歴史」（道後温泉
築後百周年記念 松山市 平成6年3月発行），「伊予の湯」（松山市立子規記念博物館
第30回特別企画展），「湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ」（日本温泉文化研究会編）P292な
ど。
43）『湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ』（日本温泉文化研究会 岩田書院）。
44）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P85～。
45）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P87～ 及び「道後温泉本館の歴史」（道後
温泉築後百周年記念 松山市 平成6年3月発行）P26。
46）『伊予の湯』（松山市立子規記念博物館 第30回特別企画展），《『湯治の文化誌 論集温
泉学Ⅱ』》。
47）『道後温泉』（道後温泉編集委員会 松山市）P88。
48）『予陽郡郷俚諺集・伊予古蹟志（伊予史談会編）』（伊予史談会双書第15集 1987年）。
49）『道後温泉 増補版』《『湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ』》。
50）『道後温泉 増補版』《『湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ』》P27。
51）『道後温泉 増補版』《『湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ』》P27～28。
52）『湯治の文化誌 論集温泉学Ⅱ』「江戸時代の温泉と『癩病』」（伊藤克己 岩田書院）。
「風呂」・「湯屋」に関する一考察 137
